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研究成果の概要（和文）： 本研究では，第一に，アセアン10カ国における市民性教育の現状・課題・展望について，
政策・計画・カリキュラムなどの文書分析，小･中･髙の児童生徒への市民性に関する意識調査，及び学校長，市民性教
育を担当する学校教員及び大学教員，市民性教育関係の指導主事，PTA会長などの有識者を対象にしたデルファイ調査(
未来予測調査)により解明した。第二に，2015年までにアセアン共同体の創設のために構想されているアセアンネス（A
SEANness）のための教育を明らかにした。そして第三に，アセアン各国に対し市民性教育モデルとアセアンネスのため
の教育モデルを提言した。

研究成果の概要（英文）：In this research, first,I elucidated the preseant situation, issues, and prospects
 of citizenship education in the 10 ASEAN countries by means of policy, planning, and curriculum analysis,
 together with a survey of awareness of students of primary school, junior high school, and high school co
ncerning citizenship, and Delphi Survey (future forecasting survey method) to the experts on citizenship e
ducation : school teachers, university professors, educational supervisors, school directors, and PTA head
s. Second, I elucidated education for "ASEANness," conceived as part of the creation of the ASEAN Communit
y to be established by 2015. Third, I proposed citizenship education model for the ASEAN countries and a m
odel of education for ASEANness.
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１．研究開始当初の背景 
(1)研究代表者は，平成 14～16 年度及び平成
17～19 年度の科研において（いずれも基盤研
究 B），日本とタイの市民性教育に関する調査
研究を行った。これらの研究では，「ローカ
ル」「ナショナル」「グローバル」という座標
軸を設定し，今後 5年後に必要とされる市民
性としての資質を予測した。これら一連の調
査研究では，「リージョナル」なレベルの市
民性教育の解明が課題であるとの指摘を受
けた（日本教育学会編『教育学研究』第 75
巻第 1号，2008 年，pp.124-125）。本研究は，
この課題に応えるために企画した研究であ
る。 
 
(2)2009 年 3 月に開催されたアセアンサミッ
トにおいて，2015 年までにアセアン共同体を
実現するための行動計画などを盛り込んだ
「チャアム・フアヒン宣言」が採択された。
「経済」「政治・安全保障」「社会・文化」の
3 分野を柱に，欧州連合（EU）のような地域
共同体の実現をめざしている。これらのうち，
特に「社会・文化」分野では，Education for 
ASEANness が提唱され，アセアン共通の教
育普及が検討されている。アセアン諸国にお
ける市民性教育を考える場合，共同体として
のアセアンネスのための教育の検討は避け
て通れなかった。 
 
(3)アセアンにおいては，各国が固有の市民
性教育を構想していると考えられ，ローカル，
ナショナルなレベルでは多様性がみられる
ことが予想される。各国における市民性教育
の現状と動向，課題，そして展望を比較研究
し，「リージョナル」なレベルのアセアンに
おける市民性教育の比較研究が必要である。
他方，アセアン共同体としてのアセアンネス
のための共通の教育をどのように構築しよ
うとしているのか，これら両者のせめぎ合い
をどのように調整しようとしているかを検
討する必要があることから本研究を構想し
た。 
 
２．研究の目的 
(1)アセアン10カ国における市民性教育の現
状・課題・展望の解明 
平成 14～19 年度の科研では，日本とタイ

の市民性教育にスポットを当て，ローカル，
ナショナル，グローバルなレベルの研究調査
を実施した。本研究では，リージョンとして
のアセアン諸国すべての加盟国(10 カ国)に
おいて市民性教育に関する調査を行った。ま
ず，①市民性教育に関する政策・計画・カリ
キュラムを分析した。次いで②小・中・高の
児童生徒を対象に市民性教育に関する意識
調査を実施した。既にタイと日本では意識調
査を実施しているので，タイ以外のアセアン
諸国においても同様の質問項目を用いて，各
国の児童生徒の意識を比較研究した。①と②
の作業を通して市民性教育の現状と課題を

明らかにした。そして，③有識者を対象にし
た未来予測調査（デルファイ調査）により，
市民性教育の展望を明らかにした。デルファ
イ調査とは，有識者に同一のアンケート調査
を繰り返し，回答者の意見を収れんさせ，5
～10 年後の未来を予測する調査方法である。
アセアン諸国における市民性教育について
未来予測することをねらいとした。 
 
(2)アセアンネス（ASEANness）のための教育
の解明 
アセアンサミットに先立ち，2009 年 2月に

は第1回リージョナル教育セミナーが開催さ
れ，ASEANness のための教育が提唱された。
本会議は，アセアン各国共通の教育の構築に
向け議論が続けられている。その議論をフォ
ローし，この教育の全容を明らかにした。 
 
(3)アセアン 10 カ国における市民性教育・ア
セアンネスのための教育に関する提言 
 アセアン 10 カ国における市民性教育の現
状・動向，課題，展望，及びアセアンネスの
ための教育を比較研究することにより，市民
性教育とアセアンネスのための教育に関す
る研究成果をアセアン諸国に対して提言す
ることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1)文献･資料調査及びインタビュー調査 
各国政府の市民性教育及びアセアンネス

のための教育に関する教育計画や政策文書，
カリキュラムを収集するとともに，教育行政
機関及び大学等の市民性教育関係機関を訪
問し，資料収集･インタビュー調査を実施し
た。また，あわせて，アセアン各国及び欧米
における市民性教育に関する先行研究のレ
ビューも行い，市民性教育研究の動向を把握
し，データベース化した。 
 
(2)小･中･髙の児童生徒への質問紙調査及び
学校調査 
各国の学校現場において，資料収集，イン

タビュー調査，観察調査を行うとともに，小･
中･髙の児童生徒に対し，市民性教育に関す
る質問紙調査を実施した。 
 
(3)デルファイ調査(未来予測調査) 
児童生徒への質問紙調査をふまえ，学校長，

社会科担当の指導主事，市民性教育担当教員，
市民性教育を専門とする大学教員，PTA 会長
などの有識者を対象にデルファイ調査を実
施し，市民性教育の未来予測を行った。 
 
４．研究成果 
(1)市民性教育に関する政策･計画，カリキュ
ラムの分析：現状と課題 
 各国の政策文書やカリキュラム分析など
から，アセアン諸国では，①国内における民
族問題や社会階層格差が民主化問題と深い
関係を持ち，そのことが市民性教育に影響を



及ぼしていること，②シティズンが「国民」
であったり，「市民」であったりというよう
に，多様なシティズンシップが存在している
こと，③政策やカリキュラムにおけるシティ
ズンシップ教育が多様であること，④アセア
ンとしての共通の資質として何をどのよう
に合意していくか，2015 年の統合後，アセア
ンネスのための教育をどう構築していくか
が課題であることが明らかとなった。 
 
(2)児童生徒への市民性教育に関する意識調
査 
 シンガポールを除く9カ国において意識調
査を実施することができた。シンガポールで
は，現在，教育省は国内での教育調査を厳し
く規制しているため，現地共同研究者と学校
調査の可能性を模索したが，調査許可を得る
ことができなかった。 
 調査結果としては，まず，アセアン全体と
して，価値観･態度面では宗教に熱心で国民
道徳･国民としての誇りを身につけており，
知識･理解の面ではある程度の達成が認めら
れるものの，能力･技能面では課題が多いこ
とがわかった。また，アセアン諸国に関する
知識とアセアン市民としての共通意識(アセ
アンネス)の形成に共通の課題が見られた。
当然のことながら，国によって回答傾向は多
様であったが，その要因や背景は様々考えら
れる。その要因等に関しては，各担当者によ
るさらなる調査研究が必要である。 
 
(3)有識者に対するデルファイ調査 
 有識者対象の調査については，シンガポー
ルとミャンマーを除く8カ国において実施す
ることができた。ミャンマーでの調査は政情
不安の理由から調査許可を得ることができ
なかった。 
 主な調査結果としては，アセアン各国はそ
れぞれ固有の市民性教育を準備していると
いうことであった。各国の有識者が主張する
市民性の資質は，国ごとに多様であることが
明らかとなった。 
他方，各国共通してみられた点としては，

多くの国において，アセアンとしての共通課
題についての関心があまり高くなく，アセア
ンとしての市民性に関する共通課題につい
て，アセアン各国がもっと関心を持つように
すべきであることが明らかとなった。 
 
(4)市民性教育に関する提言 
 日本人側担当者と当該国研究者の共同研
究からの提言として，①教員を養成する段階
で教授法を改善し意識改革が必要なこと，②
アクティブな市民性教育が必要なこと，③ア
セアン各国の学校現場の教員は，市民性教育
に関する知識や経験を相互に情報交換する
ことが必要であること，④アセアン諸国共通
のアセアンネスは存在し得るのか，あるいは
各国ごとにアセアンネスを決定することに
なるのか，さらに各国はアセアンネスについ

てアセアンが統合しても模索していかなけ
ればならないということ，⑤アセアン共通の
市民性教育カリキュラムを開発することが
必要であること，が明らかになった。 
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